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長野大学紀要 第15巻第4号 138-152頁 (507-521頁)1994
マルクス主義者は人権を信奉できるか
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521 長野大学紀要 第15巻第4号 1994
の妥当性や正当性を問いなおす契機が原理的に欠
如している倣慢なプロメテウス的マルクス主義の
もたらした歴史現実はいかなるものであったか｡
この点については､もはや議論の余地などあるま
い｡
真の人間解放のために現実世界を実践的に変革
せんと意志するマルクス主義思想がその崇高な志
のはてに至りついたあまりにも重苦しい歴史現実
から､わたしたちはじっくりと深く学び取ってお
かねばならないであろう｡ここに年代的には少し
まえのルークスの論文をあえて訳出したのも､かか
る思想と現実の逆説にみちた力学とその歴史的な
意味をわたしたちが徹底的に考え抜く手掛かりに
なるものと確信するからである｡
〔謝辞 :このルークスの翻訳論文は､オックスフ
ォー ド大学出版と著者ルークスのエージェントか
ら本紀要への掲載が許可されたものである｡また､
この許可を得るに際しては､みすず書房編集部の
高瀬玲子氏のご助力を頂くことができた｡なお､
畏友上野継義氏 (北海道情報大学講師)からは翻
訳上の貴重な指摘と助言を頂いた｡ここに記して
感謝を申し上げたい｡〕
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